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要旨
目的：介護職の離職要因には、賃金、労働環境など外的な要因のほか、内的な要因と

してキャリア意識にも注目する必要がある。本研究では、個人のキャリア選択に関する動
機や仕事に対する根源的な価値観がわかる Schein1)2)のキャリアアンカーを用いて、介護
職を指導的立場にある認知症介護指導者と一般介護職の 2群に大別し、それぞれに対し、
介護職のキャリア意識をアンケート調査し、両群で差があるか否かを検討した。

対象と方法：認知症介護指導者群は、大府センターで平成 23～ 24年度に行われた認
知症介護指導者研修を修了した指導者 85名で、一般介護職群は、大府センター管轄エリ
ア（15府県 7政令都市）の認知症介護指導者の在籍する施設における指導的立場にない
介護職 1064名である。調査項目は、①対象者の属性、② Schein1)2)のキャリアアンカー・
アセスメントの 40項目の質問に回答することによって判明する「キャリア意識」であった。
また一般介護職群では、クラスター分析（K-means法）によって一般介護職群をキャリア
意識の類似度によって分類した。

倫理的配慮：口頭及び書面で研究目的及び倫理的事項を説明し、同意を得て実施した。
結果：１）認知症介護指導者群について；平均年齢は 41.93歳、平均実務経験年数は

10.67年であった。キャリアアンカーの得点をみると、新奇性、挑戦を好む指標の「CH:

純粋挑戦」が最も高く、次いで仕事と家庭とのバランスを重視する「LS:生活様式」、働
く上で専門性を重視する「TF:専門・職能別能力」であった。

2）一般介護職群について；平均年齢は 36.6歳であり、平均実務経験年数は 6.51年で
あった。キャリアアンカーの結果では、「LS:生活様式」が最も高く、次いで雇用の安定
や賃金を重視する「SE:保障・安定」、「TF:専門職能別能力」であった。最も低いのは組
織の経営や運営を志向する「GM:経営管理能力」であった。

3）一般介護職群のクラスター分析について；キャリア意識の類似度によって 8クラス
ターに分類された。最多人数のクラスターは「LS:生活様式」をアンカーに持つクラスタ
ーで、155名（17.8%）であった。次いで「SE:保障・安定」をアンカーに持つクラスター
で 132名（15.0%）で、最も少ないのが「EC:起業家的創造」56名（6.3%）であった。

考察：認知症介護指導者群は平均実務経験年数 10.67年であり、長期にわたって介護業
界に定着していることがわかる。キャリアアンカーをみると、「CH:純粋挑戦」が最も高く、
長く介護職を続ける者の傾向として、新しいことや、困難な課題に取り組むことに価値を
見出すことが明らかになった。介護現場で課題や問題を解決できた体験の積み重ねが介護
職としての自信につながり、定着要因になっていると考えられる。達成感を感じられる体
験を業務の中で取り入れ、問題に直面した際にすぐ相談できる支援体制を整えることが介
護職のキャリア支援の上で重要であると考えられる。
　一般介護職群については、「LS:生活様式」を持つ介護職が最も多く、仕事と生活のバ
ランスを重視する傾向があり、仕事と家庭の両立に配慮した労働環境が介護職の定着やキ
ャリア支援にプラスの影響を与えることが示唆された。クラスター分析により、キャリア
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意識の類似度によって対象者を分類したところ、介護職のキャリア意識は多岐にわたり、
一律のキャリアパスにそった人材育成には限界があることが明らかになった。管理職志向
が低く、専門職志向が高くでたことから、キャリア支援として、専門職として現場で実践
を重ねるか、管理職として組織運営を行うか、働き方を個人が選択できるキャリアパスの
作成が望ましいと考えられる。

結論：先行研究では、介護職の職場定着の上で、賃金の要因が指摘されてきた。しかし、
介護職のキャリア意識からは、働き続ける上で賃金以外に、仕事での達成感や、ワークラ
イフバランスが重視されていることが明らかとなった。

Ⅰ．背景と目的

　高齢者福祉施設のケアの質を維持し、高めていくためには職員の定着が重要であり、定
着要因について様々な分析がなされている。近年は介護職の離職要因には、賃金、労働環
境など外的な要因のほか、内的な要因としてキャリア意識にも注目する必要があると考
えられる。キャリア意識の測定ツールとしては、Schein1)2)が提唱した「キャリアアンカ
ー」が関心を集めており、これを社員のキャリア開発に活用する企業も増加してきた。本
研究では、介護職として 5年以上の介護経験があり、地域・施設で指導的立場にある認知
症介護指導者（以後、指導者群と略す）と指導的立場にない一般介護職（以後、一般介護
職群と略す）との 2群に大別し、それぞれに対し Scheinのキャリアアンカーを用いて介
護職のキャリア意識を調査し、指導者群と一般介護職群とで差があるか否かを検討した。
Scheinによって提唱されたキャリアアンカーとは、40項目の質問項目からなり、その得
点から個人のキャリア選択に関する動機や仕事に対する根源的な価値観がわかるもので、
その特徴から 8つの項目（カテゴリー）に分類される（表 1）。

表 1　キャリアアンカー一覧

＊Schein1 2をもとに作成



Ⅱ．対象ならびに方法

　対象は認知症介護指導者群（指導者群）と一般介護職群の 2群とした。指導者群は、大
府センターで平成 23～ 24年度に行われた認知症介護指導者研修を修了した指導者 86名
で、研修中に調査票を配布し、自記による回答を求めた。回収率は 100％で、有効回答率
は 99％であった。一般介護職群は、大府センター管轄エリア（15府県 7政令都市）の平
成 24年 11月末までの認知症介護指導者 548名のうち、所属が介護施設である 320名が在
籍する施設の一般介護職 1920名と、大府センター管轄エリアの指導者の在籍する施設で、
協力の得られた 22カ所（15府県 7政令都市から各 1カ所）の一般介護職 1302名、合計
3222名に郵送法によるアンケート調査を行った。一般介護職群を認知症介護指導者の在
籍する施設に絞ったのは、指導者の任意団体である認知症介護指導者大府センター・ネッ
トワークの協力により高い回収率が期待できたからである。回収率は 33.6％で、有効回答
率は 33.0％であった。有効回答の得られた指導者群 85名と一般介護職群 1064名を分析対
象とした。調査項目は、①対象者の属性、② Schein1)2)のキャリアアンカー・アセスメン
トの 40項目の質問に回答することによって判明する「キャリア意識」であった。回答は、
「全くあてはまらない」から「いつもあてはまる」までの 4件法で求め、キャリアアンカー・
アセスメントの手続きに従い、40項目の中から「自分が感じていることをもっともよく
言い表しているカテゴリー」を 5項目選択し、加点してもらった（巻末資料参照）。
　一般介護職群では、さらにクラスター分析（K-means法）によって対象者をキャリア意
識の類似度に基づき詳しく分類した。
倫理的配慮として指導者群では口頭及び書面で、一般介護職群では書面で研究目的及び倫
理的事項を説明し、同意を得て実施した。

Ⅲ．結果

 1. 指導者群について

（1）属性
　男性が 34名、女性が 51名で平均年齢は 41.93歳、平均実務経験年数は 10.67年であった。

（2）キャリアアンカーの順位について

1）全体
動機や行動を決定する根源的価値観（キャリアアンカー）は表 1のように 8つのタ

イプの分けられるが、指導者全員の各カテゴリーの平均得点は表 2のようになる。新
奇性、挑戦を好む指標の「CH:純粋挑戦」が最も高く、次いで、仕事と家庭とのバラ
ンスを重視する「LS:生活様式」、働く上で専門性を重視する「TF:専門・職能別能力」
の順であった。
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表 2　全体の結果

2）性別
キャリアアンカーのカテゴリーが性別で差があるか否かをみると、「EC:起業家的創造」「LS:

生活様式」は男性の方が有意に高い結果が見られた。

表 3　性別の比較

3）経験年数別
経験年数別の比較では差はみられなかった（表 4）。

表 4 経験別の比較
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4）年代別によるアンカーの違い
年代別に得点を比較したところ（表 5、図 1）、「TF:専門・職能別能力」は 30代で最も

高かった。「CH：純粋挑戦」は各世代で高いが、20代で最も高かった。

表 5 年代別にみるアンカー得点

図 1　年代別の比較

（3）キャリアアンカーカテゴリーの 40 項目について

1）性別
キャリア意識をさらに細かくみるために、アンカーを決めるもととなる、40の質問項目の得点に

ついて分析した。T検定によって性別で平均値を比較すると、5つの項目で有意な差がみられ
た（表 6）。女性が有意に高かったのは、「2  仕事で一番満足できるのは、1つの活動に向
けて多くの人の努力を結集できたときだ」と「38　自律性と自由を損なう配属を受け入れるぐら
いなら、組織を離れる方がましだ」の 2項目であった。男性が有意に高かったのは、「9 よい
キャリアだと実感できるのは、自分の能力を常に高いレベルに向上できる時だ」、「16　個人の
ニーズ、家族のニーズ、仕事のニーズを、キャリア上で同時に満たすことができるのが夢だ」、
「33　自分で事業を立ち上げ、軌道に載せていくことが夢だ」の 3項目であった。
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表 6　 性別による40 項目の比較

2）経験別
T検定によって 10年未満群と10年以上群で比較すると、10年以上群が有意に高かった

のは「23 キャリアでいちばん満足できるのは、解決不可能と思われた問題を解決できたときや、
まったく勝ち目がないと思われたことに勝つことができたときだ」であった。有意な傾向がみられ
たのは「15　よいキャリアだと実感できるのは、困難な課題に対処しそれを克服できたときだ」
であった。どちらも「CH：純粋挑戦」に分類されるアンカーであった。

表 7　経験年数による40 項目の比較

（4）アンカーのプロフィール別分析
これまではどのキャリアアンカー（カテゴリー）が 1位かで分析してきたが、1位と2位を組
み合わせたらどうなるかという視点から、対象者の 1位と2位のプロフィールが同じものを抽出し、
2名以上のものを群別にまとめた（表 8）。最も多いのはCH-TF群で 19名で全体の 22.4％で
最多であった。つまり、「介護職の専門性を追求しながら仕事で新しいことに追求したい」とい
うことであった。2位は 9名で 10.6％の TF-LS群であり、「介護職の専門性を追求しながら自
分の生活も大切にしたい」ということであった。
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表 8　　プロフィール別分析

２. 一般介護職群について

（1）属性
男性は 318名、女性は 743名で、平均年齢は 36.6歳であり、平均実務経験年数は 6.51

年で、平均転職回数は 1.47回あった。基礎資格では介護福祉士が 645名と最も多く、次い
でホームヘルパー222名、介護職員基礎研修修了講座 97名で、資格なしは 96名であった（図
2）。勤務形態では、「正規職員」は 824名、「非正規職員」が 225名であった（図 3）。
所属施設別にみると、「介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）」が 41.7%と最も多く、

次いで「介護老人保健施設」が 22.0％でこの 2つで全体の過半数を占めた（図 4）。

1）基礎資格

図 2　基礎資格別の割合
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2）勤務形態別

図 3　勤務形態別の割合（全体）

3）所属別

図 4　所属施設別の割合

4）年齢別
年齢別の人数と割合を表 9に示す。「25～ 29歳」が 19.1％と最も多く、次いで「24歳以下」

が 18.2％であった。

− 11 −



表 9　年齢別人数と割合

5）実務経験年数別
実務経験年数別に対象者をみると（表 10）、「2～ 3年未満」と「3～ 4年未満」がそ

れぞれ 10.2％と最も多かった。

表 10　実務経験年数別人数と割合

6）転職回数
属性別の平均転職回数を表 11に示す。本調査での転職回数には、異業種からの転職は

回数に含まれる。同法人内での異動は回数に含まれていない。最も多いのは、「40～ 49歳」
で 2.71回であった。
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表 11  転職回数（属性別）

（2） キャリアアンカーのカテゴリーについて

1）全体の結果
キャリアアンカーの結果では、「LS:生活様式」が最も高く、次いで雇用の安定や賃金を重
視する「SE:保障・安定」、「TF:専門職能別能力」であった。最も低いのは組織の経営や
運営を志向する「GM:経営管理能力」であった（図 5）。

8種類のアンカー・カテゴリーの得点を属性別にまとめたものを表 12に示す。
得点の算出に当たっては、質問の 40項目について無回答の項目は 2.5点として計算した。
 「自身の考えをもっともよく言い表しているもの」として加点する5項目については、無回答の

場合は未加点として計算した。

図 5　アンカー別得点（全体）
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表 12  アンカー別得点（属性別）

2）性別
T検定によって 2群間を比較すると、有意差がみられたアンカーは「GM:経営管理能力」、

「LS:生活様式」、「AU:自律・独立」、「SE：保障・安定」「EC:起業家的創造」の 5つ
であった。

表 13　アンカー T 検定結果（性別）
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3）経験年数別
経験年数別にみると、「3年未満」「3～ 5年未満」「5～ 10年未満」で「LS:生活様式」

が最も高く、「10年以上」のみ「TF: 専門・職能別能力」が最も高かった。「EC:起業家的創造」
「SV:社会貢献」の 2つのアンカーは、実務経験年数増加に伴い、得点が減少した。

図 6 実務経験年数に従い減少する2 項目

「SE：保障・安定」「CH:純粋挑戦」「LS: 生活様式」の 3つのアンカーは「3～ 5年未
満」で増加し、その後減少する特徴がみられた。

図 7  特徴のあった 3 項目

4）年代別
年代別にみると、「24歳以下」「「25～ 29歳」「30～ 39歳」では「LS:生活様式」が

最も高く、「40～ 49歳」では「SE：保障・安定」、「50歳以上」では「TF: 専門・職能別
能力」が最も高かった（表 12）。

5）基礎資格
基礎資格の有無によってキャリアアンカーのカテゴリーが差があるかをみると、
「TF: 専門・職能別能力」「SV:社会貢献」は、「資格あり」（介護福祉士、ホームヘルパー、
介護職員基礎研修講座修了）」の方が有意に高い結果がみられた。
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表 14 アンカー T 検定結果（基礎資格）

6）転職回数
転職回数「0回」と「1～ 3回」を比較したところ、「TF: 専門・職能別能力」で有意差

がみられた。「1～ 3回」と「4回以上」の間には有意差のあるアンカーはなかった。

表 15 アンカー T 検定結果（転職回数）

7）勤務形態
「正規職員」と「非正規職員」でキャリアアンカーのカテゴリーが差があるかをみたところ、「LS: 

生活様式」、「GM:経営管理能力」は「正規職員」が有意に高かった。

表 16　アンカー T 検定結果（勤務形態）

3. 一般介護職のクラスター分析について

（1）全体の結果
一般介護職群のうち、回答が有効であった 882名に対しクラスター分析を行った結果、キャ

リア意識の類似度によって 8クラスターに分類された（表 17）。最多人数のクラスターは「LS:

生活様式」をアンカーに持つクラスターで、155名（17.8%）であった。次いで多いのは、「SE:

保障・安定」をアンカーに持つクラスターで 132名（15.0%）であり、最も少ないのが「EC:

起業家的創造」56名（6.3%）であった。
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図 8　クラスター別割合

表 17に 8つのクラスター別の人数と割合、キャリアアンカーの得点を示す。

表 17　クラスター分析結果
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（2） クラスター別の分析
各クラスターの特徴を明らかにするために、属性別に比較した。

1）性別
クラスター 1と4は男女比がおよそ 1：1であった。最も男性が少ないのはクラスター 2で、

21.7％であった。クラスター 3、5、6、7の男女比はおよそ 3：7であった。

図 9　クラスター別の特徴（性別）

2）経験年数
「0～ 3年未満」の新人層の比率はクラスター 7で最も高く、43.2％であった。「3～ 5年未満」
の比率はクラスター1、4で高かった。「5～10年未満」の中堅層の比率はクラスター3で最も高く、
36.8％であった。「10年以上」の比率はクラスター 2、6で高く、クラスター 7で最も低かった。

図 10　クラスター別の特徴（経験年数）
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3）年代別
クラスター 1と7は「24歳以下」の占める比率が最も高かった。「50歳以上」の比率はク

ラスター 8で最も高く22.8％で、最も少ないのはクラスター 4で 12.0％であった。「40～ 49歳」
はクラスター 5で最も多く、23.5％であった。

図 11　クラスター別の特徴（年代別）

4）基礎資格
「介護福祉士」の比率が最も高かったのはクラスター 1、8であり66.1％であった。
クラスター 1は「資格なし」の比率が最も低く1.8%であった。クラスター 4は「資格なし」「ホ
ームヘルパー」の比率が最も高く、「介護福祉士」の比率が 53.3％と最も低かった。

図 12　クラスター別の特徴（基礎資格）
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5）転職回数
転職未経験の「0回」の比率はクラスター 1、8で高く、50％弱を占めた。「0回」の比率

はクラスター 5で最も低く、28.0％であった。クラスター 5では「1～ 3回」の比率が 56.1％と
最も高かった。「4回以上」はクラスター 6で最も高く13.6％であった。

図 13　クラスター別の特徴（転職回数）

6）勤務形態
「正規職員」の比率はクラスター 1で最も高く、91.1％であった。「正規職員」の比率が最
も低いのはクラスター 7で 69.3％であった。

図 14　クラスター別の特徴（勤務形態）
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（3）クラスター別プロフィール
クラスター別の特徴をもとに、表 18に 8つのクラスターの命名とキャリア意識の特徴を示す。
属性からわかる特徴は統計上現れた、そのクラスターに典型的なタイプを示す。

表 18　クラスター別プロフィール
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Ⅳ．考察
 1. 認知症介護指導者群について

　指導者群は平均実務経験年数 10.67年であり、介護保険導入初期から長期にわたって介
護業界に定着していることがわかる。キャリアアンカーをみると、「CH:純粋挑戦」が最
も高く、長く介護職を続ける者の傾向として、新しいことや、困難な課題に取り組むこと
に価値を見出すことが明らかになった。
　キャリアアンカーのプロフィール別分析では、「CH-TF」が全体の 22.4％と最も多く、
指導者群では介護職の専門性を重視し、仕事で新しいことに挑戦する姿勢が強いことが示
唆された。
　キャリアアンカーの得点を比較すると、男女間でキャリア意識に差がみられた。男性で
は組織の中で管理職を目指すキャリアよりも、独立して自施設を立ち上げたり、専門職と
しての能力をスキルアップすることに関心が高いことが示唆された。
　質問項目をさらに詳しく分析すると、女性では、「仕事で一番満足できるのは、1つの
活動に向けて多くの人の努力を結集できたときだ」という項目で有意差がみられた。女性
はキャリアを追求する上で、男性に比べチームワーク志向が強いと言える。この結果から、
女性の場合、チームとして仕事に取り組むことが仕事のやりがいにつながり、定着にプラ
スの影響を与えているとも考えられる。多様な背景を持つ職員がチームとして介護サービ
スに取り組む場合、その目的や方向性を十分に議論、共有できる場が必要である。女性職
員には、日頃から職員同士で情報交換がしやすい職場づくり、連帯感が醸成できる環境作
りが重要であることが示唆された。

 2. 一般介護職群について

一般介護職群ではキャリアアンカーとして「LS:生活様式」を持つ介護職が圧倒的に多
いことから、介護職のキャリア意識として仕事と生活のバランスを重視する傾向がみられ
た。仕事と家庭の両立に配慮した労働環境が介護職の定着やキャリア支援にプラスの影響
を与えることが示唆された。
「LS:生活様式」が最多であった理由として、1つには時代の影響が考えられる。全体の
平均実務経験年数が 6.51年であり、「25～ 29歳」が全体の 19.1%を占めたことを考えると、
一般介護職群にはワークライフバランスが内閣府から提唱された 2007年前後の入職者が
多く含まれている。入職時から男女を問わずワークライフバランスが推奨されていた労働
環境にあったことが、一般介護職のキャリア意識に一定の影響を及ぼしたとも考えられ、
今後他産業との比較検討が必要であろう。もう 1つの理由として、介護という仕事が他者
の生活を支えるという特性上、自分自身の生活の充実や家族の生活の支援にも関心が高い
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ことが考えられた。
特徴的なのは、仕事と家庭の両立を重視するアンカーとされる「LS：生活様式」が女

性より男性で高かった点である。介護職の男性では「仕事も、家庭も」という意識が強い
といえる。男性職員を対象とした育休取得促進のための勉強会を開催する法人で離職率が
減った報告 4）もあり、今後は女性だけでなく、男性を対象としたワークライフバランス
の推進や保育・育児支援が介護職の定着の上でプラスの影響を与えると予想される。
次に、年齢別にみると、「40~49歳」では「SE:保障・安定」が最も高く、この年代では

特にキャリア上で経済的な安定や雇用の保障を重視していることがわかる。転職回数がこ
の年代で 2.71 回と最多であったことを考えると、年収アップや昇進を求めて転職する者
が 40代には多いことが推察される。

2番目に得点が高かったのは、「SE:保障・安定」であり、一般介護職群では賃金や雇用
の安定を重視していることがわかる。対象者に「非正規雇用」が 21.1%含まれていたこと
を考えると、雇用の保障を求める意識が反映された結果、「SE:保障・安定」の得点が高
くなっていたとも考えられる。介護施設では「非正規雇用」の職員抜きに経営が成立しな
い現状があり、採用後の非正規から正規という雇用区分の異動は制限的である。希望すれ
ば経験や能力に応じて異動できる人事体制が求められる。
「TF:専門・職能別能力」は 3番目に得点が高く、「GM：経営管理能力」が最も得点が
低かった結果と併せて考えると、介護職は専門職志向が強く、管理職志向は低いと言える。
介護職では管理職になるよりも現場実践に対する意欲が高いことが報告されている 3）が、
これを支持する結果であった。キャリア支援として、専門職として勤務するか、管理職と
して勤務するか、働き方を個人が選択できるキャリアパスの作成と、キャリアパスにそっ
たコース別の人材育成の組織化が望ましいと考えられる。

 3. 指導者群と一般介護職群との共通点と相違点

共通点としては、両群とも仕事と生活を両立させることを重視しており、働く上で介
護の専門性を追求することに価値を置いていた。「GM:経営管理能力」は両群とも低く、
管理職として組織の運営、経営に関わることは興味、関心が薄いことがわかった。
相違点としては、長期にわたって介護業界に定着している指導者群では、一般介護職

群に比べ、働く上で新しいことや困難な課題に挑戦することに意義を見出していることが
示唆された。一般介護職群では、指導者群に比べ賃金や雇用の安定を重視する傾向がみら
れた。
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 4. 一般介護職のクラスター分析について

一般介護職群のキャリア意識の類似度によって対象者を分類したところ、8つのクラス
ターに分かれた。介護職のキャリア意識は多岐にわたり、一律のキャリアパスにそった人
材育成には限界があることが明らかになった。定着を促進し、介護の質を上げるためには、
個人のキャリア上のニーズを満たし、1人 1人が目指す働き方を選択できるキャリアパス
の作成が望ましいと考えられる。
今回注目したいのは、医療職や福祉職に多いとされる「SV:社会貢献」をアンカーに持つ

「理想追求型」のクラスターは全体の 10.0%と少なかった点である。実務経験年数をみると
「0～ 3年未満」の新人にこのクラスターの者が多く、「10年以上」のベテランに少なかった。
理想とする価値観や理念に基づいて働くこのタイプは現実とのギャップによってバーンア
ウトも発生しやすく、3年目以降離職が高率で発生しやすい可能性が示唆された。

 5. 離職防止への課題　

先行研究では、介護職の職場定着の上で、賃金の要因 5）6）7）が指摘されてきた。しかし、
介護職のキャリア意識からは、働き続ける上で賃金以外に、仕事での達成感や、ワークラ
イフバランスが重視されていることが明らかとなった。
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た
と

き
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 

16. 個
人

の
ニ

ー
ズ

、
家

族
の

ニ
ー

ズ
、

仕
事

の
ニ

ー
ズ

を
、

キ
ャ

リ
ア

上
で

同
時

に
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

の
が

夢
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
17. 経

営
幹

部
に

な
る

よ
り

、
専

門
分

野
の

部
門

長
や

技
術

部
門

の
管

理
職

に
な

る
ほ

う
が

魅
力

的
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

18. よ
い

キ
ャ

リ
ア

だ
と

実
感

で
き

る
の

は
、

自
分

の
仕

事
を

自
分

で
決

め
ら

れ
る

完
全

な
自

律
と

自
由

が
あ

る
こ

と
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
19. 普

段
、

組
織

の
中

で
は

、
安

定
と

保
障

を
実

感
で

き
る

仕
事

を
求

め
て

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

20. い
ち

ば
ん

満
足

で
き

る
の

は
、

自
分

の
技

能
と

努
力

の
結

果
と

し
て

何
か

を
な

し
得

た
と

き
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 

21. 自
分

が
成

功
し

た
と

感
じ

る
の

は
、

管
理

職
と

し
て

組
織

で
高

い
地

位
を

得
た

と
き

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

22. 自
分

の
才

能
を

発
揮

し
て

世
の

中
を

よ
く

す
る

こ
と

が
、

自
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

決
め

る
根

本
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 

23. キ
ャ

リ
ア

で
い

ち
ば

ん
満

足
出

来
る

の
は

、
解

決
不

可
能

と
思

わ
れ

た
問

題
を

解
決

で
き

た
と

き
や

、
ま

っ
た

く
勝

ち
目

が
な

い
と

思
わ

れ
た

こ
と

に
勝

つ
こ

と
が

で
き

た
と

き
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

24. 個
人

的
要

件
、

家
族

の
要

件
、

キ
ャ

リ
ア

上
の

要
件

に
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

こ
と

が
で

き
た

と
き

、
よ

い
人

生
だ

と
思

う
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

25. キ
ャ

リ
ア

で
安

定
と

保
障

を
実

感
で

き
る

の
が

夢
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

26. 自
分

の
専

門
領

域
と

か
け

離
れ

た
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

を
受

け
入

れ
る

よ
り

、
組

織
を

離
れ

る
ほ

う
が

ま
し

だ
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

27. 仕
事

と
生

活
の

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
こ

と
は

、
管

理
職

と
し

て
よ

い
地

位
を

得
る

こ
と

よ
り

大
切

だ
と

思
う

 
 

 
 

 

巻
末
資
料

1-2

巻
末

資
料

1-2
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カテゴリー ＴＦ ＧＭ ＡＵ ＳＥ ＥＣ ＳＶ ＣＨ ＬＳ
質問項目 1 2 3 5 4 7 8 6

9 10 11 12 13 14 15 16
17 21 18 19 20 22 23 24
26 30 31 25 29 28 32 27
35 36 38 37 33 34 40 39

合計

質問票に基づくキャリア・アンカーの順位

６位
７位
８位

番号 氏名

１位
２位
３位
４位
５位

巻
末

資
料

1‐4 巻
末

資
料

1-4

28. 人
類

と
社

会
に

真
に

貢
献

で
き

る
キ

ャ
リ

ア
に

つ
く

こ
と

が
自

分
の

夢
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
29. よ

い
キ

ャ
リ

ア
だ

と
実

感
で

き
る

の
は

、
自

分
な

り
の

ア
イ

デ
ア

と
技

能
を

元
に

し
て

起
業

す
る

と
き

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
30. 経

営
幹

部
に

な
る

こ
と

は
、

専
門

領
域

の
部

門
長

に
な

る
よ

り
魅

力
的

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

31. 規
則

と
縛

り
が

な
く

、
自

分
自

身
の

や
り

方
で

仕
事

を
す

る
チ

ャ
ン

ス
は

、
自

分
に

と
っ

て
と

て
も

大
切

だ
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
32. 問

題
解

決
能

力
と

個
人

の
競

争
力

を
豊

か
に

発
揮

で
き

る
仕

事
の

機
会

を
望

ん
で

い
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

33. 自
分

で
事

業
を

立
ち

上
げ

、
軌

道
に

乗
せ

て
い

く
こ

と
が

夢
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
34. 偉

く
な

っ
て

自
分

が
人

の
役

に
立

つ
力

を
発

揮
で

き
な

い
地

位
に

就
く

く
ら

い
な

ら
、

組
織

を
去

る
ほ

う
が

ま

し
だ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

35. 仕
事

で
い

ち
ば

ん
満

足
で

き
る

の
は

、
自

分
の

持
つ

特
別

な
技

能
と

才
能

を
活

用
で

き
る

と
き

だ
 

 
 

 
 

 
 

 

36. 管
理

職
へ

の
道

を
閉

ざ
し

て
し

ま
う

よ
う

な
配

属
を

受
け

入
れ

る
く

ら
い

な
ら

、
組

織
を

離
れ

る
ほ

う
が

ま
し

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
37. 自

分
の

職
業

人
生

で
い

ち
ば

ん
満

足
で

き
る

の
は

、
経

済
的

・
雇

用
面

で
の

安
定

を
感

じ
ら

れ
る

と
き

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
38. 自

律
性

と
自

由
を

損
な

う
配

属
を

受
け

入
れ

る
く

ら
い

な
ら

、
組

織
を

離
れ

る
ほ

う
が

ま
し

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

39. 個
人

的
関

心
と

家
族

の
問

題
に

あ
ま

り
干

渉
さ

れ
な

い
仕

事
の

機
会

を
い

つ
も

求
め

て
き

た
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

40. 解
決

が
困

難
な

問
題

に
対

処
す

る
こ

と
は

、
管

理
職

と
し

て
の

高
い

地
位

を
得

る
よ

り
も

、
自

分
に

と
っ

て
は

大
切

だ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
☆
 

で
は
、
す
べ
て
の
項
目
を
も
う
一
度
眺
め
な
お
し
て
、
自
分
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を

も
っ
と
も
よ
く
言
い
表
し
て
い
る
項
目
５
つ
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
項
目
に
○

印
を
つ
け
て
、
各
項
目
に
自
己
採
点
シ
ー
ト
で
５
点
ず
つ
加
算
し
て
く
だ
さ
い
。

 

採
点
の
仕
方

 

１
．
 各

項
目
に
つ
い
て
の
自
分
の
点
数
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
採
点
表
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
項
目
番
号
の
と
な
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
点
数
を
正
し
く
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
 

２
．

各
列

の
数

字
を

加
算

し
て

く
だ

さ
い

。
数

字
が

大
き

く
な

る
ほ

ど
、

そ
の

列
は

、

あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ン
カ
ー
を
示
し
て
い
ま
す
。
回
答
の
仕
方
に
偽
り
が
少
な

け
れ
ば
、
点
数
は
よ
り
正
確
に
な
り
ま
す
。
 
 

巻
末
資
料

1-3
巻

末
資

料
1-3
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平
成

25
年

1
月
吉
日

 
施
設
長
各
位

 
認
知
症
介
護
指
導
者
各
位

 
 

社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
セ
ン
タ
ー
長
 
柳
 
務

 
 

「
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
へ
の
協
力
の
お
願
い

 
 拝

啓
 

新
春

の
候

、
ま

す
ま

す
ご

清
栄

の
こ

と
と

お
喜

び
申

し
あ

げ
ま

す
。

平
素

は
格

別
の

ご
高

配
を

賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
 
さ
て
、
平
成

23
年
度
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
指
導
者
の
方
々
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
今

年
度

は
、

調
査

対
象

を
さ

ら
に

拡
大

し
、

介
護

職
の

方
全

般
を

対
象

に
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
致

し
ま

し
た

。
こ

の
調

査
で

は
、

介
護

職
と

し
て

勤
務

し
て

い
る

方
の

経
験

年
数

と
キ

ャ
リ

ア
意

識
を

調
査

し
、

働
き

続
け

る
上

で
の

支
援

体
制

づ
く

り
や

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

を
検

討
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す
。

 
つ

き
ま

し
て

は
、

調
査

票
等

一
式

を
同

封
い

た
し

ま
す

の
で

、
お

忙
し

い
中

誠
に

恐
縮

で
す

が
、

以
上

の
趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
調
査
票
等
の
配
布
に
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
調

査
の

記
入

内
容

は
厳

重
に

管
理

さ
れ

ま
す

。
調

査
結

果
は

統
計

作
成

の
目

的
以

外
に

使
用

す
る

こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
回
答
者
、
回
答
施
設
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
調
査
に
関
す
る
質
問
は
、

下
記
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
な

お
、

介
護

職
と

し
て

勤
務

し
て

い
る

方
を

抽
出

す
る

目
的

か
ら

、
所

属
先

が
介

護
現

場
に

な
っ

て
い

る
方
を
対
象
と
し
て
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
異
動
等
で
現
在
介
護
現
場
以
外
（
例
 
急
性
期

 
病

棟
・

教
育

機
関

・
事

務
職

）
に

あ
る

方
に

本
状

が
届

い
た

場
合

は
、

誠
に

お
手

数
で

す
が

破
棄

し
て

く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敬
具

 
 
【
資
料
内
容
】

 
 
①
別
紙
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
要
項
」

 
 
②
調
査
票
 

6
部

 
 
③
返
信
用
封
筒
 

6
部

 
 【
問
合
せ
先
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
福
祉
法
人
 
仁
至
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
修
部
 
横
井
 
奈
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
 

0562-44-5551 
M

ail:yokoi.o-dcrc@dcnet.gr.jp 
 

 

巻
末
資
料

2-1 

巻
末

資
料

2-1

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
要

項
 

 1 .調
査

目
的

 
本

調
査

で
は

、
介

護
職

と
し

て
勤

務
し

て
い

る
方

の
経

験
年

数
と

キ
ャ

リ
ア

意
識

を
調

査
し

、
働

き
続

け
る
上
で
の
支
援
体
制
づ
く
り
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 
 2.調

査
対

象
者

 
 
認
知
症
介
護
指
導
者
の
在
籍
す
る
施
設
の
職
員
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

 
 3 .手

続
き

 
調
査
票
は

1
施
設
に
つ
き

6
部
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
貴
施
設
で
、
以
下
の
条
件
に
該
当

す
る
職
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
調
査
票
の
配
付
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
                 4.倫

理
的

配
慮

に
つ

い
て

 
 

本
調

査
か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

は
、

統
計

的
に

処
理

・
分

析
し

ま
す

。
施

設
や

個
人

が
特

定
さ

れ
る

形

で
回

答
結

果
が

公
表

さ
れ

る
こ

と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。

本
調

査
の

結
果

は
学

会
等

の
学

術
研

究
の

資
料

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

 
5.返

送
の

方
法

と
期

日
 

 
ご
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
平

成
25

年
1
月

31
日

（
木
）

ま
で

に
、

回
答
者
各
自
に
個
別
に
返

送
を

お
願

い
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
発

送
を

も
っ

て
本

調
査

に
同

意
い

た
だ

い
た

も
の

と
理

解
い

た
し

ま
す
。

 
 
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
  

 

＜
調

査
の

対
象

者
＞

 

 
以

下
の

条
件

に
該

当
す

る
方

に
配

布
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

①
介

護
職

と
し

て
現

場
で

介
護

業
務

に
従

事
す

る
者

 

 
＊

正
規

・
非

正
規

の
勤

務
形

態
は

問
い

ま
せ

ん
。

 

＊
資

格
（

介
護

福
祉

士
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
）

の
有

無
、

介
護

職
員

基
礎

研
修

講
座

修
了

の
 

要
件

は
問

い
ま

せ
ん

。
 

＊
施

設
長

や
部

長
等

、
施

設
管

理
業

務
や

相
談

業
務

が
主

で
、

現
場

で
全

く
介

護
を

し
て

い
な

い

方
は

該
当

し
ま

せ
ん

。
 

②
経

験
年

数
に

つ
い

て
 

 
実

務
経

験
年

数
別

に
対

象
者

の
選

定
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
な

お
、

家
族

の
介

護
経

験
は

経
験

年
数

に
含

み
ま

せ
ん

。
現

在
勤

務
中

の
施

設
以

外
で

の
経

験
も

含
め

た
年

数
で

選
定

し
て

く
だ

さ
い

。
可

能
で

あ
れ

ば
男

性
職

員
、

女
性

職
員

の
両

方
に

配
布

を

お
願

い
し

ま
す

。
 

経
験

年
数

3
年

未
満

の
新

人
職

員
 

 
 

 
 

 
 

1
～

2
名

 

 
経

験
年

数
3

年
以

上
～

5
年

未
満

の
中

堅
職

員
 

 
1

～
2

名
 

 
経

験
年

数
5

年
以

上
の

ベ
テ

ラ
ン

職
員

 
 

 
 

 
1

～
2

名
 

【
問

合
せ
先

】
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会

福
祉
法

人
 

仁
至

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

認
知

症
介
護

研
究

・
研

修
大

府
セ

ン
タ

ー
 
 

研
修

部
 
横

井
 

奈
美

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

 
0562-44-5551

 

M
ail:yokoi.o-dcrc@dcnet.gr.jp 

巻
末
資
料

2-2 

巻
末

資
料

2-2
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ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
要

項
 

 1 .調
査

目
的

 
本

調
査

で
は

、
介

護
職

と
し

て
勤

務
し

て
い

る
方

の
経

験
年

数
と

キ
ャ

リ
ア

意
識

を
調

査
し

、
働

き
続

け
る
上
で
の
支
援
体
制
づ
く
り
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 
 2.調

査
対

象
者

 
 
認
知
症
介
護
指
導
者
の
在
籍
す
る
施
設
の
職
員
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

 
 3.手

続
き

 
貴

施
設

で
、

以
下

の
条

件
に

該
当

す
る

職
員

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

ら
、

調
査

票
の

配
付

と
御

協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
         4.倫

理
的

配
慮

に
つ

い
て

 
 

本
調

査
か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

は
、

統
計

的
に

処
理

・
分

析
し

ま
す

。
施

設
や

個
人

が
特

定
さ

れ
る

形

で
回

答
結

果
が

公
表

さ
れ

る
こ

と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。

本
調

査
の

結
果

は
学

会
等

の
学

術
研

究
の

資
料

と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

 
5.返

送
の

方
法

と
期

日
 

 
ご
回
答
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
平

成
25

年
1
月

31
日

（
木
）

ま
で

に
、

回
答
者
各
自
に
個
別
に
返

送
を

お
願

い
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
発

送
を

も
っ

て
本

調
査

に
同

意
い

た
だ

い
た

も
の

と
理

解
い

た
し

ま
す
。

 
 
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
   

 
 

  

＜
調

査
の

対
象

者
＞

 

 
以

下
の

条
件

に
該

当
す

る
方

に
配

布
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

◆
介

護
職

と
し

て
現

場
で

介
護

業
務

に
従

事
す

る
者

 

 
＊

正
規

・
非

正
規

の
勤

務
形

態
は

問
い

ま
せ

ん
。

 

＊
資

格
（

介
護

福
祉

士
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
）

の
有

無
、

介
護

職
員

基
礎

研
修

講
座

修
了

の
要

件
は

問
い

ま
せ

ん
。

 

＊
施

設
長

や
部

長
等

、
施

設
管

理
業

務
や

相
談

業
務

が
主

で
、

現
場

で
全

く
介

護
を

し
て

い
な

い
方

は
該

当
し

ま
せ

ん
。

 

【
問
合
せ
先
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
 
仁
至
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 

研
修
部
 
横
井
 
奈
美
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
 

0562-44-5551
 

M
ail:yokoi.o-dcrc@dcnet.gr.jp 

巻
末
資
料

3-2 

巻
末

資
料
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平
成

25
年

1
月
吉
日

 
 様

 
 

社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
セ
ン
タ
ー
長
 
柳
 
 
 
 
務

 
 

「
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
へ
の
協
力
の
お
願
い

 
 拝

啓
 

新
春

の
候

、
ま

す
ま

す
ご

清
栄

の
こ

と
と

お
慶

び
申

し
あ

げ
ま

す
。

平
素

は
格

別
の

ご
高

配
を

賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
 

さ
て

、
認

知
症

介
護

研
究

・
研

修
大

府
セ

ン
タ

ー
で

は
、

認
知

症
介

護
指

導
者

の
育

成
や

認
知

症
介

護

の
質
の
向
上
の
た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

 
こ
の
た
び
、
平
成

23
年
度
に
認
知
症
介
護
指
導
者
の
ご
支
援
の
も
と
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
介
護
職

の
キ

ャ
リ

ア
意

識
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
を

、
今

年
度

は
調

査
対

象
を

さ
ら

に
拡

大
し

、
認

知
症

介
護
指
導
者
の
在
籍
す
る
施
設
の
職
員
の
方
を
対
象
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

 
つ

き
ま

し
て

は
、

お
忙

し
い

中
、

誠
に

恐
縮

で
す

が
、

貴
施

設
の

認
知

症
介

護
指

導
者

を
通

じ
て

調
査

票
等
の
配
布
に
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
な

お
、

調
査

の
記

入
内

容
は

厳
重

に
管

理
さ

れ
、

調
査

結
果

は
統

計
作

成
の

目
的

以
外

に
使

用
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

回
答

者
、

回
答

施
設

が
特

定
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

せ
ん

。
本

調
査

に
関

す
る

質
問
は
、
下
記
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
 
末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敬
具

 
【
参
考
資
料
】

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
 
１
部

 
 【
問
合
せ
先
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
福
祉
法
人
 
仁
至
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
修
部
 
横
井
 
奈
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
 

0562-44-5551 
M

ail:yokoi.o-dcrc@dcnet.gr.jp 
      

巻
末
資
料

3-1 
施
設
送
付
用
：
施
設
長
宛
文
書
見
本

巻
末

資
料

3-1
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平
成

25
年

1
月
吉
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様

 
社
会
福
祉
法
人
仁
至
会

 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
セ
ン
タ
ー
長
 
柳
 
務

 
 

「
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
へ
の
協
力
の
お
願
い

 
 拝

啓
 

新
春

の
候

、
ま

す
ま

す
ご

清
栄

の
こ

と
と

お
慶

び
申

し
あ

げ
ま

す
。

平
素

は
格

別
の

ご
高

配
を

賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

 
 
さ
て
、
平
成

23
年
度
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
「
介
護
職
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
は
認
知
症
介
護
指
導
者
の
方
々
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年

度
は

、
調

査
対

象
を

さ
ら

に
拡

大
し

、
認

知
症

介
護

指
導

者
の

在
籍

す
る

施
設

の
職

員
の

方
を

対

象
に

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
と

致
し

ま
し

た
。

こ
の

調
査

で
は

、
介

護
職

と
し

て
勤

務
し

て
い

る
方

の
経

験
年

数
と

キ
ャ

リ
ア

意
識

を
調

査
し

、
働

き
続

け
る

上
で

の
支

援
体

制
づ

く
り

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 
つ

き
ま

し
て

は
、

調
査

票
等

一
式

を
同

封
い

た
し

ま
す

の
で

、
お

忙
し

い
中

誠
に

恐
縮

で
す

が
、

以
上

の
趣

旨
を

御
理

解
い

た
だ

き
、

調
査

票
等

の
配

布
に

御
協

力
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 
な

お
、

調
査

の
記

入
内

容
は

厳
重

に
管

理
さ

れ
、

調
査

結
果

は
統

計
作

成
の

目
的

以
外

に
使

用
す

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

回
答

者
、

回
答

施
設

が
特

定
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

せ
ん

。
本

調
査

に
関

す
る

質
問
は
、
下
記
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
末
筆
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敬
具

 
 
【
資
料
内
容
】

 
 
①
別
紙
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
要
項
」

 
 
②
調
査
票
 
 
 
 
 
部

 
 
③
返
信
用
封
筒
 
 
 
部

 
【
問
合
せ
先
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
福
祉
法
人
 
仁
至
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研
修
部
 
横
井
 
奈
美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
 

0562-44-5551 
M

ail:yokoi.o-dcrc@dcnet.gr.jp 
 

巻
末
資
料

4 
施
設
送
付
用
：
指
導
者
宛
文
書
見
本

 

巻
末

資
料

4

介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

意
識

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 ●
調

査
目

的
 

 
こ

の
調

査
で

は
、

介
護

職
と

し
て

勤
務

し
て

い
る

皆
さ

ん
の

経
験

年
数

と
キ

ャ
リ

ア
に

関

す
る

考
え

方
を

う
か

が
い

、
働

き
続

け
る

上
で

の
支

援
体

制
づ

く
り

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援

に
役

立
て

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
 

 ●
調

査
対

象
者

 
 

 
認

知
症

介
護

指
導

者
の

在
籍

す
る

施
設

で
、

介
護

職
と

し
て

現
場

で
介

護
業

務
に

従
事

 

す
る

方
に

お
願

い
し

て
い

ま
す

。
 

 
＊

正
規

・
非

正
規

は
問

い
ま

せ
ん

。
 

＊
資

格
（

介
護

福
祉

士
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
）

の
有

無
、

介
護

職
員

基
礎

研
修

講
座

修
了

の
 

要
件

は
問

い
ま

せ
ん

。
 

＊
施

設
長

や
部

長
等

、
日

常
的

に
現

場
で

介
護

を
し

て
い

な
い

方
は

該
当

し
ま

せ
ん

。
 

 
 

 

●
倫

理
的

配
慮

 

 
今

回
お

答
え

い
た

だ
い

た
内

容
は

、
全

体
と

し
て

統
計

処
理

さ
れ

、
個

人
、

所
属

施
設

が

特
定

さ
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

結
果

は
学

会
等

の
学

術
研

究
の

資
料

と
し

て
使

わ
せ

て

い
た

だ
く

予
定

で
お

り
ま

す
。

ま
た

、
デ

ー
タ

は
上

記
の

目
的

以
外

に
使

用
す

る
こ

と
は

あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
ア

ン
ケ

ー
ト

に
ご

協
力

い
た

だ
け

る
か

は
任

意
で

あ
り

、
ご

回
答

い
た

だ
か

な
い

こ
と

で

不
利

益
に

な
る

こ
と

は
一

切
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 ●
返

送
の

方
法

と
期

日
 

 
ご

回
答

い
た

だ
い

た
調

査
票

は
、

平
成

2
５

年
１

月
３

１
日

（
木

）
ま

で
に

同
封

の
封

筒

に
入

れ
ポ

ス
ト

に
投

函
下

さ
い

。
な

お
、

発
送

を
も

っ
て

本
調

査
に

同
意

い
た

だ
い

た
も

の

と
理

解
い

た
し

ま
す

。
 

 
 ご

多
忙

と
は

存
じ

ま
す

が
、

ご
協

力
よ

ろ
し

く
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 

【
問

い
合

わ
せ

先
】

 

認
知

症
介

護
研

究
・

研
修

大
府

セ
ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
研

修
部

 
横

井
 

奈
美
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番号
と

て
も

重
視

し
て

い
る

や
や

重
視

し
て

い
る

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
あ

ま
り

重
視

し
て

い
な

い
全

く
重

視
し

て
い

な
い

1
5

4
3

2
1

2
5

4
3

2
1

3
5

4
3

2
1

4
5

4
3

2
1

5
5

4
3

2
1

6
5

4
3

2
1

7
5

4
3

2
1

8
5

4
3

2
1

9
5

4
3

2
1

1
0

5
4

3
2

1

1
1

5
4

3
2

1

1
2

5
4

3
2

1

1
3

5
4

3
2

1

1
4

5
4

3
2

1

1
5

5
4

3
2

1

1
6

5
4

3
2

1

1
7

5
4

3
2

1

1
8

5
4

3
2

1

1
9

5
4

3
2

1

2
0

5
4

3
2

1

休
暇

取
得

体
制

腰
痛

対
策

設
備

昇
給

制
度 質
問

項
目

仕
事
の
内
容
・や

り
が
い

賃
金

勤
務
シ
フ
トの

融
通

業
務

・
職

域
が
明

確
で
あ
る

施
設

の
介

護
理

念

福
利

厚
生

の
充

実

育
児

・保
育

支
援

2
.
あ

な
た

が
介

護
職

と
し

て
勤

務
す

る
上

で
、

以
下

の
項

目
に

つ
い

て
重

視
し

て
い

る

　
度

合
い

を
教

え
て

く
だ

さ
い

（
そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

に
つ

い
て

、
１

つ
に

○
）

。

職
場

の
人

間
関

係

業
務

上
の
問

題
の
相

談
体

制

就
職

時
の
教

育
研

修
体

制

日
常

の
教

育
研

修
体

制

資
格

取
得

の
支

援

経
営

の
安

定

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
（人

事
評

価
）

規
定

労
働

時
間

の
長

さ

夜
勤

体
制

の
充

分
な
人

員
配

置

残
業

の
な
い
シ
フ
ト管

理
体

制

巻
末

資
料

5‐3

巻
末

資
料

5-3

性
別

1
.男

性
2
.女

性

年
齢

介
護

職
員

基
礎

研
修

講
座

1
．
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

（認
知

症
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）

2
．
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所

3
．
介

護
老

人
福

祉
施

設
（特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

）

4
．
介

護
老

人
保

健
施

設

5
. 特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

事
業

所
（有

料
老

人
ホ

ー
ム

な
ど

）

6
. 通

所
系

の
介

護
事

業
所

(デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

・デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

）

＊
兼

務
し

て
い

る
方

は
、
主

な
所

属
先

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

ご
所

属
（

１
つ

に
○

）

2
.な

い

＊
異

業
種

か
ら

の
転

職
は

回
数

に
含

ま
れ

ま
す

。

例
　
製

造
業

→
飲

食
業

→
現

在
の

職
場

　
転

職
回

数
　
2
回

＊
同

一
法

人
内

で
の

異
動

は
本

調
査

に
お

い
て

は
転

職
と

は
み

な
し

ま
せ

ん
。

1
.正

規
職

員

勤
務

形
態

2
.非

正
規

職
員

＊
パ

ー
ト、

嘱
託

、
派

遣
の

形
態

で
働

い
て

い
る

方
は

非
正

規
に

含
ま

れ
ま

す
。

7
.　

訪
問

介
護

／
看

護
事

業
所

8
.　

そ
の

他

1
.
あ

な
た

自
身

の
こ

と
に

つ
い

て
お

伺
い

い
た

し
ま

す
。

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
歳

(             )回

通
算

  （　
　
　
　
　
　
 年

　
　
　
　
　
　
か

月
）

基
礎

資
格

高
齢

者
ケ

ア
の

実
務

経
験

年
数

転
職

回
数

1
.修

了
2
.未

修
了

介
護

福
祉

士

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー

1
.あ

る
2
.な

い

 
＊

家
族

の
介

護
は

経
験

年
数

に
含

み
ま

せ
ん

。

＊
現

在
勤

務
中

の
施

設
以

外
で

の
経

験
も

含
め

て
経

験
年

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

1
.あ

る

巻
末

資
料

5‐2

巻
末

資
料

5-2
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3
.
あ

な
た

の
キ

ャ
リ

ア
意

識
に

つ
い

て
お

伺
い

し
ま

す
。

項
目

番
号
質

問
項

目
い

つ
も

そ
う

思
う

た
い

て
い

そ
う

思
う

た
ま

に
そ

う
思

う
全

然
そ

う
思

わ
な

い

1
周

り
の
人

が
い
つ
も
自

分
に
専

門
的

ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
て
く
る
く
ら
い
、

今
や
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
得

意
で
あ
り
た
い
と
思

う
4

3
2

1

2
仕

事
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
1
つ
の
活

動
に
向

け
て
多

く
の
人

の
努

力
を
結

集
で
き
た
と
き
だ

4
3

2
1

3
自

分
の
や
り
方

や
自

分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
仕

事
が
で
き
る
自

由
な

キ
ャ
リ
ア
が
夢

だ
4

3
2

1

4
自

分
で
会

社
を
起

こ
す
元

と
な
り
そ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
、
い
つ
も
注

意
し
て

探
し
て
い
る

4
3

2
1

5
自

由
と
裁

量
よ
り
、
保

障
と
安

定
の
方

が
自

分
に
と
っ
て
は
大

切
だ

4
3

2
1

6
個

人
的

関
心

や
家

族
の
問

題
に
妥

協
し
て
、
能

力
を
十

分
に
発

揮
で
き
な
い
仕

事
に
就

く
く
ら
い
な
ら
、
組

織
を
去

る
方

が
ま
し
だ

4
3

2
1

7
よ
い
キ
ャ
リ
ア
だ
と
実

感
で
き
る
の
は
、
社

会
全

体
の
福

利
の
た
め
に
真

に
貢

献
で
き
た
と
き
だ

4
3

2
1

8
困

難
な
問

題
の
解

決
に
、
い
つ
も
挑

戦
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
が
夢

だ
4

3
2

1

9
よ
い
キ
ャ
リ
ア
だ
と
実

感
で
き
る
の
は
、
自

分
の
能

力
を
つ
ね
に
高

い
レ
ベ
ル
に
向
上
で
き
る
と
き
だ

4
3

2
1

1
0
組

織
全

体
の
舵

取
り
を
す
る
の
が
夢

だ
4

3
2

1

1
1
仕

事
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
自

分
で
完

全
に
自

由
に
仕

事
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・手

続
き
を
決

め
ら
れ
る
こ
と
だ

4
3

2
1

1
2
意

に
そ
ぐ
わ
な
い
配

置
・異

動
を
し
て
雇

用
を
脅

か
す
よ
う
な
組

織
に
は
、

長
く
留

ま
ろ
う
と
思

わ
な
い

4
3

2
1

1
3
ど
こ
か
の
組

織
で
高

い
地

位
を
得

る
よ
り
、
自

分
自

身
で
事

業
を
起

こ
す
こ

と
の
ほ
う
が
大

切
だ
と
思

う
4

3
2

1

1
4
キ
ャ
リ
ア
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
自

分
の
才

能
を
活

か
し
て
誰

か
の
役

に
立

て
た
と
き
だ

4
3

2
1

1
5
よ
い
キ
ャ
リ
ア
だ
と
実

感
で
き
る
の
は
、
困

難
な
課

題
に
対

処
し
そ
れ
を

克
服

で
き
た
と
き
だ

4
3

2
1

1
6
個

人
の
ニ
ー
ズ
、
家

族
の
ニ
ー
ズ
、
仕

事
の
ニ
ー
ズ
を
、
キ
ャ
リ
ア
上

で
同

時
に
満

た
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
夢

だ
4

3
2

1

1
7
施

設
の
経

営
幹

部
に
な
る
よ
り
、
専

門
分

野
の
部

門
長

や
技

術
部

門
の

管
理

職
に
な
る
ほ
う
が
魅

力
的

だ
4

3
2

1

1
8
よ
い
キ
ャ
リ
ア
だ
と
実

感
で
き
る
の
は
、
自

分
の
仕

事
を
自

分
で
決

め
ら
れ

る
完

全
な
自

律
と
自

由
が
あ
る
こ
と
だ

4
3

2
1

1
9
普

段
、
組

織
の
中

で
は
、
安

定
と
保

障
を
実

感
で
き
る
仕

事
を
求

め
て

い
る

4
3

2
1

2
0
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
自

分
の
技

能
と
努

力
の
結

果
と
し
て
何

か
を
な
し
得

た
と
き
だ

4
3

2
1

2
1
自

分
が
成

功
し
た
と
感

じ
る
の
は
、
管

理
職

と
し
て
組

織
で
高

い
地

位
を

得
た
と
き
だ

4
3

2
1

　
以

下
の

質
問

項
目

に
つ

い
て

、
あ

な
た

の
気

持
ち

、
考

え
に

あ
て

は
ま

る
も

の
に

　
ど

れ
か

１
つ

○
を

つ
け

て
下

さ
い

。

巻
末

資
料

5‐4

巻
末

資
料

5-4
巻

末
資

料
5-5

項
目

番
号
質

問
項

目
い

つ
も

そ
う

思
う

た
い

て
い

そ
う

思
う

た
ま

に
そ

う
思

う
全

然
そ

う
思

わ
な

い

2
2
自

分
の
才

能
を
発

揮
し
て
世

の
中

を
よ
く
す
る
こ
と
が
、
自

分
の
キ
ャ
リ
ア

を
決

め
る
根

本
だ

4
3

2
1

2
3
キ
ャ
リ
ア
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
解

決
不

可
能

と
思

わ
れ
た

問
題

を
解

決
で
き
た
と
き
や
、
ま
っ
た
く
勝

ち
目

が
な
い
と
思

わ
れ
た
こ
と
に

勝
つ
こ
と
が
で
き
た
と
き
だ

4
3

2
1

2
4
個

人
的

要
件

、
家

族
の
要

件
、
キ
ャ
リ
ア
上

の
要

件
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ
と
が
で
き
た
と
き
、
よ
い
人

生
だ
と
思

う
4

3
2

1

2
5
キ
ャ
リ
ア
で
安

定
と
保

障
を
実

感
で
き
る
の
が
夢

だ
4

3
2

1

2
6
自

分
の
専

門
領

域
と
か
け
離

れ
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
入

れ
る
よ
り
、

組
織

を
離

れ
る
ほ
う
が
ま
し
だ

4
3

2
1

2
7
仕

事
と
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
、
管

理
職

と
し
て
よ
い
地

位
を

得
る
こ
と
よ
り
大

切
だ
と
思
う

4
3

2
1

2
8
人

類
と
社

会
に
真

に
貢

献
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
に
つ
く
こ
と
が
自

分
の
夢

だ
4

3
2

1

2
9
よ
い
キ
ャ
リ
ア
だ
と
実

感
で
き
る
の
は
、
自

分
な
り
の
ア
イ
デ
ア
と
技

能
を
元

に
し
て
起

業
す
る
と
き
だ

4
3

2
1

3
0
施

設
の
経

営
幹

部
に
な
る
こ
と
は
、
専

門
領

域
の
部

門
長

に
な
る
よ
り

魅
力

的
だ

4
3

2
1

3
1
規

則
と
縛

り
が
な
く
、
自

分
自

身
の
や
り
方

で
仕

事
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
、

自
分

に
と
っ
て
と
て
も
大

切
だ

4
3

2
1

3
2
問

題
決

能
力

と
個

人
の
競

争
力

を
豊

か
に
発

揮
で
き
る
仕

事
の
機

会
を

望
ん
で
い
る

4
3

2
1

3
3
自

分
で
事

業
を
立

ち
上

げ
、
軌

道
に
乗

せ
て
い
く
こ
と
が
夢

だ
4

3
2

1

3
4
偉

く
な
っ
て
自

分
が
人

の
役

に
立

つ
力

を
発

揮
で
き
な
い
地

位
に
就

く
く
ら
い
な
ら
、
組

織
を
去

る
方

が
ま
し
だ

4
3

2
1

3
5
仕

事
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
自

分
の
持

つ
特

別
な
技

能
と
才

能
を
活

用
で
き
る
と
き
だ

4
3

2
1

3
6
管

理
職

へ
の
道

を
閉

ざ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
配

属
を
受

け
入

れ
る
く
ら
い

な
ら
、
組

織
を
離

れ
る
ほ
う
が
ま
し
だ

4
3

2
1

3
7
自

分
の
職

業
人

生
で
い
ち
ば
ん
満

足
で
き
る
の
は
、
経

済
面

・雇
用

面
で
の
安

定
を
感

じ
ら
れ
る
と
き
だ

4
3

2
1

3
8
自

律
性

と
自

由
を
損

な
う
配

置
を
受

け
入

れ
る
く
ら
い
な
ら
、
組

織
を

離
れ
る
ほ
う
が
ま
し
だ

4
3

2
1

3
9
個

人
的

関
心

と
家

族
の
問

題
に
あ
ま
り
干

渉
さ
れ
な
い
仕

事
の
機

会
を
い

つ
も
求

め
て
き
た

4
3

2
1

4
0
解

決
が
困

難
な
問

題
に
対

処
す
る
こ
と
は
、
管

理
職

と
し
て
の
高

い
地

位
を
得

る
よ
り
も
、
自

分
に
と
っ
て
は
大

切
だ

4
3

2
1

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

で
は

、
上

記
の

4
0
項

目
を

も
う

一
度

見
直

し
て

、
自

分
が

感
じ

て
い

る
こ

と
を

も
っ

と
も

よ
く

言
い

表
わ

し
て

い
る

項
目

番
号

を
5
つ

教
え

て
く

だ
さ

い
。

巻
末

資
料

5‐5


